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1.はじめに
 シーケンス制御作業2級は学科試検,実技試検(計画立案作業、
製作等作業)の3項目の受検になっており、これらを制限時間内で
正確に回答していく必要がある。

 また、この試検の難易度は合格率40％前後と低い水準になっ
ている。
 
 そのため、本研究では初めて検定を受ける人でも一目で見て理
解できるようなマニュアルの作成を目指す。



2.マニュアルの改良点

①練習問題の追加

➁過去の練習問題の修正

③細かいミスの修正（図の番号etc…）



３．マニュアルの改良作業
3-1 新たなパターンの練習問題の追加

                今回のマニュアルの改良で過
去 
               のマニュアルと市販のマニュア 
               ル（図１）２つのマニュアル
               を使用して作業を行った。 

                 

  図１ 使用した市販のマニュアル



図２ 新練習問題解答回路

 自分は練習問題のパターン
が少ないと感じ市販のマニュア
ルと自分のアイディアを組み合
わせ今までにないパターンの
の問題を作成した。



3-2 過去の練習問題の修正

 過去のマニュアルを使用し
ていったうえで練習問題の解
答通りに回路を作成したが思
い通りに動かず、解答の回路
と問題文に不備があることに
気づいたので修正した。

図３ 修正前の問題文 図４ 修正後の問題文



図５ 練習問題修正部分（手動モード）



3-3 細かいミスの修正

 過去のマニュアルを
１通り使用したうえで
図の表記番号などの不
備を発見したので修正
した。

図6 修正前のマニュアル

図7 修正後のマニュアル



4.今後の取り組み

1.計画立案作業のタイムチャート部分の説明をよ
りに詳細にする。

2.過去問題を参考に回路テンプレートの様々なバ
リエーションを増やしていく。

3.学科問題部分では,あまり問題数を取り上げるこ
とが出来なかったので,さらに問題数を多く取り
上げていく。



5.おわりに

 今回自作したマニュアルは基本から実践対策ま
で記載し、問題に対応できる範囲を広げた。
 今後検定を受けようと思っている人の参考本に
なればうれしい。



ご清聴ありがとうございました。




